
2006年出上の木簡
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(1)

奈
良
市
四
条
大
路

一
丁
目
、
二

・
三
　
同
大
森
町

二
〇
〇
六
年

（平
１８
）
五
月
～
六
月
、
二
　
一
一〇
〇

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

五
年

一
一
月
～
二
〇
〇
六
年
三
月
、
三
　
二
〇
〇
七
年

一

月
～
三
月

奈
良
市
教
育
委
員
会

一　
武
田
和
哉
、
二
　
宮
崎
正
裕

。
山
前
智
敬

〓
一　
原
田
憲
二
郎

・
久
保
清
子

都
城
跡

一　
奈
良
時
代
、
二

弥
生
時
代

・
奈
良
時
代

・
平
安
時

代
、
三
　
縄
文
時
代

・
弥
生
時

代

・
奈
良
時
代
～
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

奈
良
市
教
育
委
員
会
が
二
〇

〇
五

・
〇
六
年
度
に
平
城
京
跡

良

に
お
い
て
実
施
し
、
木
簡
が
出

奈

土
し
た
調
査
に
つ
い
て

一
括
し

て
　
て
報
告
す
る
。

所
在
地

調
査
期
間

一　
左
京
四
条
二
坊
三
坪

（市
五
五
〇
次
調
査
）

調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
復
元
で
は
左
京
四
条
二
坊
三
坪
南
辺
の
中
央
よ

り
や
や
東
寄
り
の
場
所
に
位
置
す
る
。
調
査
地
の
西
隣
で
は

一
九
九
二
年
度
に

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
の
溝
、
古
墳
時
代

。
奈
良
時
代
の
掘

立
柱
建
物
、
掘
立
柱
塀
、
井
戸
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。

発
掘
区
内
の
基
本
層
序
は
、
発
掘
区
西
側
で
は
、
造
成
上
以
下
、
黒
褐
色
土
、

暗
灰
色
土
と
続
き
、
地
表
下
約
○

・
七
～
○

・
入
ｍ
で
責
褐
色
粘
細
砂
ま
た
は

粘
土
の
地
山
へ
と
至
る
。
古
墳
時
代
及
び
奈
良
時
代
の
遺
構
は
地
山
上
面
で
検

出
し
た
。　
一
方
、
発
掘
区
中
央
か
ら
東
側
で
は
、
造
成
土
以
下
、
黒
褐
色
土
、

暗
灰
色
土
な
ど
の
堆
積
が
数
層
続
き
、
地
表
下
約

一
・
○
～

一
。
一
ｍ
で
灰
褐

色
粘
上
の
整
地
層
へ
と
至
る
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
半
の
遺
構
面
は
、

こ
の
層
の
上
面
で
あ
る
。
そ
の
灰
褐
色
粘
土
の
下
に
は
暗
灰
褐
色
粘
土

（整
地

層
）
が
あ
り
、
そ
の
下
が
責
灰
色
粘
土
の
地
山
と
な
る
。

検
出
遺
構
に
は
、
古
墳
時
代
の
溝
、
奈
良
時
代
の
河
川
、
奈
良
時
代
か
ら
平

安
時
代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物

・
塀
、
鎌
倉
時
代
の
井
戸
な
ど
が
あ
る
。
木

簡
は
、
奈
良
時
代
の
河
川
〇
三
か
ら

一
六
点
出
土
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら

の
う
ち
釈
読
で
き
な
い
削
暦
を
除
く

一
〇
点
を
紹
介
す
る
。

河
川
〇
三
は
、
発
掘
区
の
中
央
か
ら
東
側
の
部
分
で
検
出
し
た
。
西
肩
を
確

認
し
た
の
み
で
、
東
側

・
北
側
と
南
側
は
発
掘
区
外

へ
と
続
く
。
深
さ
は
発
掘

区
北
辺
付
近
で
約
二
ｍ
で
あ
る
。
埋
土
は
概
ね
三
層
に
大
別
さ
れ
る
。
下
層
は

砂
礫
が
主
体
で
あ
り
、
中
層
は
自
然
に
堆
積
し
た
粘
土
、
上
層
は
人
為
的
に
埋



め
た
と
み
ら
れ
る
堆
積
と
な
っ
て
い
る
。
木
簡
は
、
下
層
か
ら
奈
良
時
代
前
半

の
須
恵
器

・
土
師
器

。
瓦
の
破
片
と
と
も
に
出
上
し
た
。
堆
積
層
の
様
相
や
遺

物
の
時
期
な
ど
か
ら
み
て
、
奈
良
時
代
前
半
か
ら
中
頃
に
か
け
て
の
時
期
ま
で

に
、　
一
部
が
埋
没
し
た
後
に
、
人
為
的
に
埋
め
立
て
を
行
な
い
宅
地
造
成
し
た

可
能
性
が
高
い
。
埋
土
の
上
か
ら
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物

二
棟
と
掘
立
柱
塀

一
条
の
柱
穴
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。

河
川
〇
三
は
、
古
墳
時
代
以
降
、
奈
良
時
代
の
あ
る
時
期
ま
で
、
本
調
査
区

の
北
ま
た
は
北
北
西
方
向
か
ら
南
ま
た
は
南
南
東
方
向

へ
と
流
れ
て
い
た
と
想

定
さ
れ
る
。
河
川
を
人
為
的
に
埋
め
立
て
て
造
成
し
た
後
に
建
物
な
ど
を
建
築

し
て
い
る
様
相
は
、
平
城
京
内
の
宅
地
利
用
の
実
態
を
考
え
る
上
で
は
興
味
深

い
事
例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
一　
左
京
工
条
四
坊
九

・
十
六
坪

（市
五
四
一
次
調
査
）

調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
復
元
で
左
京
五
条
四
坊
十
六
坪
の
北
西
か
ら
同

九
坪
の
東
端
中
央
に
あ
た
る
。
遺
構
検
出
は
、
発
掘
区
東
端
で
は
弥
生
時
代
後

期
頃
に
埋
没
す
る
流
路
の
灰
茶
色
砂

・
粗
砂
上
面
で
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
黄

灰
色
粘
砂
上
面
で
行
な
っ
た
。

主
な
検
出
遺
構
に
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
土
坑
、
奈
良
時
代
の
九
坪

。
十
六

坪
間
の
東
四
坊
坊
間
東
小
路
と
そ
の
両
側
溝
、
九
坪
の
東
と
十
六
坪
の
西
を
限

る
築
地
の
雨
落
溝
、
九
坪
の
坪
内
を
区
画
す
る
奈
良
時
代
の
溝
、
掘
立
柱
建

物

・
塀
、
井
戸
、
土
坑
が
あ
る
。

木
簡
は
、
十
六
坪
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ

一
の
枠
内
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ

〇

一
は
、
掘
形
が
南
北

一
・
六
ｍ
東
西

一
・
七
ｍ
の
隅
九
方
形
で
、
深
さ
が

一
・
四
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
側
は

一
木
を
半
裁
し
て
剣
り
貫
い
た
も
の
で
、
底
に

は
曲
物
を
据
え
て
い
る
。
井
戸
側
の
内
法
は
、
南
北
○

・
六
五
ｍ
東
西
○

・
五

五
ｍ
で
、
高
さ
○

。
九

ｍ
分
が
遺
存
す
る
。
曲
物
の
内
法
は
、
直
径
○

。
一

人
ｍ
高
さ
○

。
二
六
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
の
廃
絶
時
期
は
、
共
伴
す
る
土
器
か
ら

み
て
、
奈
良
時
代
末
な
い
し
は
入
世
紀
末
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
左
京
五
条
四
坊
十
六
坪

（市
五
六
人
次
調
査
）

調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
復
元
で
は
左
京
工
条
四
坊
十
六
坪
の
南
端
中
央
、

及
び
十
五
坪
と
十
六
坪
と
を
画
す
る
五
条
条
間
北
小
路
に
あ
た
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
弥
生
時
代
の
土
抗
を
除
き
す
べ
て
奈
良
時
代
以
降
の
も

の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
以
降
の
も
の
に
は
五
条
条
間
北
小
路
と
そ
の
南
北
両
側

溝
、
十
五
坪
の
北
面
を
限
る
築
地
塀
と
そ
の
雨
落
溝
、
十
六
坪
南
限
と
な
る
溝
、

坪
内
を
区
画
す
る
道
路

・
掘
立
柱
塀

・
溝
、
十
六
坪
南
面
に
開
く
門
、
溝
、
土

坑
、
木
橋
が
あ
る
。
な
お
、
発
掘
区
北
端
で
は
東
か
ら
西
へ
流
れ
る
縄
文
時
代

の
河
川
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
五
条
条
間
北
小
路
北
側
溝
の
埋
土
か
ら

一
点
、
こ
の
北
側
溝
埋
没

後
に
重
複
す
る
位
置
で
掘
削
さ
れ
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ
人
か
ら

一
点
、
計
二
点
が
出

土
し
た
。
後
者
は
江
戸
時
代
初
頭
の
土
器
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
左
京
四
条
二
坊
三
坪

（市
五
五
〇
次
調
査
）



2006年出土の木簡

(4)
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日
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日
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旧
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
〓
（薄
い
墨
痕
多
数
ア
リ
）

日
日
日
Ｈ
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□
□
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□
□
□

回
□
日
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Ｈ
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Ｈ
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①
は
上
下
両
端
折
れ
、
左
右
両
辺
割
れ
。
衛
士
へ
の
食
料
支
給
に
関
わ
る
木

簡
か
。
②
は
上
下
両
端
折
れ
、
左
右
両
辺
割
れ
。
端
正
な
文
字
で
書
か
れ
た
断

片
。
左
大
史
は
太
政
官
の
官
人
で
正
六
位
上
相
当
。
０
は
棒
軸
の
断
片
で
、
木

口
に
墨
書
が
あ
る
。
他
端
は
折
れ
て
欠
損
。
某
郡
の
書
状
の
軸
か
。
現
存
し
な

い
も
う

一
方
の
木
口
に
郡
名
の
二
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、

そ
の
場
合
国
名
を
省
略
し
て
郡
名
か
ら
書
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
④
は

四
周
削
り
。
左
辺
は
、
上
部
の
切
り
込
み
よ
り
上
の
部
分
と
中
央
下
寄
り
の
一

部
を
欠
く
。
里
制
下

（七
〇
一
～
七
一
七
）
の
安
芸
国
の
自
米
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。

「三
田
里
」
は

『和
名
抄
』
に
見
え
る
安
芸
国
高
田
郡
三
田
郷
に
あ
た
る
。
働

⑥
は
文
書
木
簡
の
断
片
か
。
働
は
上
端
折
れ
、
下
端
削
り
。
左
右
両
辺
割
れ
。

二
文
字
目
は

「使
」
ま
た
は

「便
」、
五
文
字
日
は

「預
」
ま
た
は

「頂
」
の

可
能
性
が
あ
る
。
⑥
は
上
端
と
右
辺
削
り
。
下
端
折
れ
、
左
辺
割
れ
。　
一
文
字

目
の
寿
は

「青
」
で
、
「請
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
０
は
上
端
折
れ
、
下

端
と
左
右
両
辺
は
削
り
。
三
片
接
続
。
右
辺
は
大
き
く
欠
損
す
る
。
０
は
上
端

と
右
辺
は
削
り
。
下
端
は
右
辺
か
ら
削
っ
て
羽
子
板
の
柄
状
に
削
り
出
す
。
左

辺
割
れ
。
０
は
米
の
数
量
を
記
す
帳
簿
木
簡
の
削
婿
か
。
⑩
は
一
文
字
の
み
が

「□日
米

一
石

一

伊

含

∞
じ

×

含

じ

×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
ド



残
り
判
読
で
き
る
。

今
回
出
土
し
た
木
簡
に
は
、
衛
士
の
勤
務
を
示
す
い
、
官
人
の
位
署
書
き
部

分
の
断
片
②
、
租
税
の
荷
札
い
な
ど
が
含
ま
れ
、
通
常
の
宅
地
に
関
わ
る
遺
物

の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
。
中
で
も
公
文
書
進
送
の
作
法
に
基
づ
く
某
郡
書
状

の
棒
軸
の
断
片
①
は
他
に
例
を
見
な
い
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
そ
の
内
容
か
ら

み
て
、
主
ず
は
官
司
と
の
関
連
性
、
次
い
で
貴
族
の
邸
宅
と
の
関
連
性
な
ど
も

想
定
さ
れ
る
。
出
土
地
が
左
京
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
左
京
職
な
ど
の
官

司
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、
出
土
地
の
左
京
四
条
二
坊
の
東
半
は
、

奈
良
時
代
後
半
に
お
け
る
藤
原
仲
麻
呂
の
田
村
第
推
定
地
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

調
査
所
見
か
ら
想
定
さ
れ
る
河
川
〇
三
の
上
流
部
分
は
、
調
査
地
の
北
北
西
方

向
、
す
な
わ
ち
平
城
宮
の
東
南
部
で
あ
り
、
こ
の
付
近
よ
り
流
出
し
た
木
簡
で

あ
る
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
る
の
で
、
廃
棄
元
の
特
定
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
河
川
〇
三
が
奈
良
時
代
の
あ
る
時
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
事
実

は
、
木
簡
の
廃
棄
時
期
を
考
察
す
る
上
で
は
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
で
あ
る
。

一
一　
左
京
工
条
四
坊
九

・
十
六
坪

（市
五
四
一
次
調
査
）

ω

　

「
　
□

□
日
日
日
□
□

榎
榎
榎珈醐
醐剤凱
成

障

障

障

障
障
障
障
心

□
□
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
Ｐ∞癸
莉
卜
ｏ蹴

曲
物
の
蓋
板
に
習
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
板
は
接
続
し
な
い
左
右
の
二
断

片
で
、
右
断
片
は
左
側
が
欠
損
し
、
上
端
か
ら
右
端

・
下
端
に
か
け
て
由
物
の

弧
の
形
状
を
と
ど
め
る
。
右
端
近
く
に
穿
孔
が

一
つ
あ
る
。
左
断
片
は
左
右
両

側
が
欠
損
し
、
上
端
と
下
端
に
弧
の
形
状
を
と
ど
め
る
。

両
断
片
の
間
に
は
、
右
断
片
の
文
字
の
左
半
と
次
の
一
行
分
の
欠
損
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
右
断
片
の
一
。
二
文
字
目
は

「榎
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

右
断
片
の

一
行
日
末
尾
の
文
字
と
左
断
片
の
最
終
行
の

一
。
二
文
字
目
は

「行
」
の
寿

「一丁
」
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
左
京
五
条
四
坊
十
六
坪

（市
五
六
人
次
調
査
）

五
条
条
間
北
小
路
北
側
溝

ｍｗ　　　　　「［‐‐］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ〕
〉〈
（］（）〉〈∞　　〇∞Ｐ

土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
八

②
　
。

「
　
□
□
□
□
□
」

。

「
□
　
□
□
□
□
」
　
　

　

　
　

　

　
　

　

Ｐの要
鴻
益

ｏａ

い
は
厚
み
の
あ
る
材
を
割
り
裂
い
て
薄
板
状
に
し
た
も
の
で
、
上
端
と
左
辺

に
は
元
の
材
の
削
り
調
整
、
下
端
に
は
二
次
的
な
切
断
面
が
残
る
。
表
裏
と
も

表
面
は
割
り
の
ま
ま
で
、
右
辺
は
薄
く
な
っ
て
終
わ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
の

方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
一　
武
田
和
哉

。
原
田
香
織
、
二
　
宮
崎
正
裕
、
三
　
原
田
憲
二
郎
）
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